
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

   

 

 

    
Community Access Television Chofu 

 

調布市民放送局ニュース 
☆第 173号☆ 2023年 11 月号 2100 部発行 

 

１１月１７日（金）から「ゲゲゲ忌２０２３」開催。今年は新しい取り組みも登場 
 
 

 

 「水木マンガの生まれた街 調布」では、約６０年に渡って市内で暮らし、市の名誉市民である漫画家・水木しげ

るさんの功績をたたえ、命日の１１月３０日（平成２７年９３歳で死去）を「ゲゲゲ忌」として市内各地でイベントを開

いている。今年は１１月１７日（金）から３０日（木）の期間で「ゲゲゲ忌２０２３」を開催。昨年は２万５０００人の水

木ファンが集まった。「今年は今までの調布駅前広場からメイン会場が市役所前庭に替わります。多くの人に集ま

ってもらい、市の活性化や賑わいの創出を期待しています」と産業振興課商業観光係の猿渡七海さんが話す。 

 １１月２５日（土）と１１月２６日（日）には、鬼太郎やねずみ男、ねこ娘など水木作品のキャラクターが登場する

「ゲゲゲ横丁・ゲゲゲの森」が市役所前庭周辺で行われる。「水木しげるロード」のある鳥取県境港のカニ汁販

売もある。ＮＨＫの朝ドラ「ゲゲゲの女房」の主題歌であった「ありがとう」の演奏（予定）などもあり、親子で楽しめ

る場である。コスプレイベント「調布市ブリガドーン計画」もあり、各地から鬼太郎やねこ娘姿で集まる人が多いだ

ろう。 

 イオンシネマシアタス調布ではアニメ特別上映会があり、「墓場鬼太郎」（２３日）「劇場版ゲゲゲの鬼太郎日本

爆裂！！」（２５日）「ゲゲゲの鬼太郎第６期」（２６日）の上映と声優などのトークショーがある。文化会館たづくり

２階くすのきホールでは２６日に新作アニメ「悪魔くん」の第１・２話の特別試写会（無料）がある。「今年は今まで

のゲゲゲ忌とは違う新しい取り組みもあります。期待してください」と前述の猿渡さん。詳しくは５日発行の市報

に掲載される。今年はどんなゲゲゲ忌になるのか。興味津々だ。（大泉清) 
 

 

ラグビーワールドカップで日本対アルゼンチンのパブリックビューイング 
 

 
 

 

 南アフリカが決勝戦でニュージーランドを破り優勝したラグビーワールドカップ（Ｗ杯）２０２３フランス大会。１０

月８日（日）の夜、調布市グリーンホールでＷ杯の日本対アルゼンチン戦のパブリックビューイングが開催。約８

００人のファンが日本を応援し、日本のトライが決まる度にハイタッチの連続だった。試合は力敗けでベスト８進

出はならなかったが、４年前にＷ杯を開催した調布のラグビーファンの熱気を感じさせた。 
 

 
 

７キロを歩く「ちょうふテャリティーウォーク」に約５１０人が参加 
 
 

 

市内各所に設置されたチェックポイントを歩いて回るスタンプラリー。昨年は約５００名が参加し、総額３０万５

０００円の参加費が「えんがわファンド」に寄付された。今年は調布市役所前広場をスタートして深大寺や植物多

様性センター、布多天神社を巡る７キロのコース。「今年は８００人の参加が目標でしたが、朝の雨で出足がに

ぶりました」と市民活動支援センターの池田怜生さん。当日は仮装姿の親子連れも多く、盛り上がっていた。ゴ

ールでは素敵な景品をもらい、子供たちは大喜びだった。  

 

 

Facebook交流会 8000人達成記念オフ会開催のお知らせ 

 
 

日時：１１月１２日（日）１８:３０～   場所：たづくり１２F 大会議場   参加費 3,000 円（事前払い 2,500 円） 

連絡先：https://fb.com/events/1317825708845457 

 
 

【FC東京応援記】    

 

 ＦＣ東京は１０月２８日「継承と革新」というテーマの

もと、川岸社長が試合後に新たなクラブエンブレムを

発表した。敗戦の直後とあってスタジアムには大ブー

イングが響き渡った。エンブレムに込めたコンセプトも

デザインも色も、何も聞き取れない大ブーイングだっ

た。エンブレム自体がどうかより、シーズン最終局面

に至って目標を喪失し、スタイルすらも構築できない

フラストレーションが爆発した感がある。先月、‘血を

入れ替える覚悟で常勝チームに変えてと書いた気持

はチームに届いたのか。東京ガスからFC東京へと共

に歩んだ道が霞む。        （日比生） 
         

 
 

 

  
 
調布社協 インフォメーション 

 

 

新型コロナウイルスの影響で、数年は中止や規模を

縮小しての開催でしたが、今年度はようやく例年に近

いかたちでの福祉まつりを実施します。 

実行委員会で話し合い、今年度のテーマは「あいは

ここから さいかい」に決まりました。「さいかい」には

再開する、再会するという意味が込められています。 

いつもの福祉まつりが再開しますので、皆さんと再会

できることを楽しみにしています。                       

ちょビット 
No.27 

https://fb.com/events/1317825708845457
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２０２３年 11月 番組表 

 

＜調布市民放送局の番組を見ることができます＞  

 

◆  姉妹都市木島平村のケーブルテレビ「ふう太ネット」で放送中！      

 

 
 

テ
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ビ

番
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調  布  Ｃ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ    Ｊ：COM 111ｃｈにて 1日 2回放送 
放送時間変更：１１/４・１１/５ １７：２５⇒１７：５５ 

月 火 水 木 金 土 日 

 ８：２５ 

1７：２５ 

 ８：２５ 

1７：２５ 

 ８：２５ 

1７：２５ 

 ８：２５ 

1７：２５ 

 ８：２５ 

1７：２５ 

 ８：２５ 

1７：２５ 

 ８：２５ 

1７：２５ 
 

 

 

1 

日 

 

１5

日 

 
 

① 第４１回調布市民スポーツまつり 
冷たい雨の日でしたが、雨を避けスタジアムの通路を会場にして、元気なチア 

グループが次々に登場！また体験エリアのスポーツのブースでは、ホッケーなど 

子どもも大人もチャレンジ。みんなで楽しい一日を過ごしました｡ 

② 小さな個展会場 リトルギャラリー ：小田切かおるさんの ハワイアンリボンレイ展 
ハワイで古くから伝わる伝統文化の「レイ」。生花の代わりにリボンを用いたハワイアンリボンレイの作品。

リボンの多彩な表現や柔らかな質感そして背景にあるハワイの文化をお楽しみください。 
 

 
16

日 

 

30

日 

① 調布の登山・ハイキングサークル「四季歩会」の高尾山登頂！！ 

秋晴れの１０月２１日。体験参加者を含む、総勢３０名が高尾山口駅前を出発｡ 

山から流れてきた清らかな水の音を聞きながら山のひんやりとした空気の中、 

心地よい歩きが続きます｡途中ばらばらになりましたが全員無事に山頂に到着。 

③ CIFA 主催 第２８回日本語で話そう会（文化会館たづくり１２階 大会議場） 
まだ日本に来て間もない、中学生３人を含む１１名が壇上に上がり、勉強中の日本語で自分の国の紹介や

テーマをスライドも使って発表しました。その後表彰状を掲げて記念撮影をしました。 
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「調布わくわくステーション」 (毎週月曜日、21 時 45 分～22 時 00 分)  

調布 FM：83.8MHｚ  HP からは、インタビューの様子を映像でご覧いただけます。どうぞお楽しみに！ 
月 放送日 内  容                   ご  紹  介ご  

１１
月 

 

６日（再放送） 

１３日（再放送） 

ゲスト：髙橋裕二さん

（元調布青年会議所理

事長） 

元調布青年会議所の理事長。こども屋台選手権、慰霊祭、青

色防犯パトロール（青パト）等市内の数々のイベントの実行委

員長にお話を伺います。      インタビュアー：柴田紀恵子 

２０日（放送）  

２７日(再放送） 

 

ゲスト：大塚朝之さん

（猿田彦珈琲社長） 

今や知らない人はいないほど人気の猿田彦珈琲、社長は調

布市出身とご存じでしたか？俳優の世界から、珈琲の世界に

入った大塚朝之さんにお話を伺いました。 

インタビュアー：柴田紀恵子 
 

 

 

 

 

HP 

 

 

新型コロナウイルスの影響で、家で過ごされている方、この機会に地域の情報を見てみませんか！ 

インターネットで、いつでもすべての番組を見ること・聴くことができます。 調布市民放送局で検索 

 

http://chofu-catch.or.jp/ （公式 HP）  

（すべての番組２０１５年～現在まで） 

http://chofu-catch.sakura.ne.jp/ （アーカイブサイト） 

（すべての番組２００４年４月～２０１５年３月） 

https://www.facebook.com/chofubroadcast （フェイスブック支局） （２０１５年～）  
 

  

 

＜ご意見・ご感想をお待ちしています＞  問合わせ先  http://chofu-catch.or.jp/contact  ☎ ０９０-５５７６-１４２９ 

郵便 〒182-0022調布市国領町 2-5-15、調布市民プラザあくろす 2階 市民活動支援センター気付 
[編集・発行]NPO法人調布市民放送局 （事務所）〒182-0035 調布市上石原 1-48-14 

 

   
【公式 HP】 【アーカイブサイト】 【フェイスブック支局】 

～ 

～ 

 
 

 

詐欺犯人との接点は自宅の固定電話。  
１件あたりの被害額は約２１１万円    

警視庁調べでは、詐欺電話の約９割は自  

宅の固定電話にかかって来る。カードや還  

付金、お金の話が出たらすぐ切る事。被害  

額は１件あたり約２１１万円（令和４年）。 

調布警察署（電話０４２－４８８－０１１０） 

で「犯人との接点は自宅の電話から。不審な電話は

すぐに通報してください」と呼び掛け。 

 
 

１１月１１日（土）に庁舎開放  
消火訓練やロープ渡り訓練などを体験  

 

令和５年度調布市総合防災訓練・防災  

フェア「調布であそぼーさい・まなぼーはん」 

が１１月１１日（土）に開催される。今年の 

テーマは「家族の防災」。調布消防署（電  

話０４２－４８６－０１１９）では「庁舎内で 

は消火訓練やロープ渡り、起震車体験などが出来  

ます。ぜひ遊びに来てください」と話している。 

        
 

 

http://chofu-catch.or.jp/contact

